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［ お問い合わせ ］

● 東京都歯科技工士会会員（上記①番）　　　　　　　　   ：10月25日㈪ AM９時～
● 学生並びに都技メイト会員（卒後２年度内の方）（上記②番）：10月25日㈪ AM９時～
● 東京都内在住在勤歯科技工士（上記③番）　　　　　　　  ：11月 1日㈪ AM９時～
＊受付開始日前のお申し込みは無効とさせて頂きます。
＊定員になり次第締切させて頂きます。

［ 申込期間 ］

申請中（基本認定単位）
［ 開催コード］

① 参加希望者は右記QRコード、もしくは東京都歯科技工士会のホームページから
　 お申し込みください。
　 　ホームページURL： https://www.to-ginet.com

② 上記オンライン申込をされますと登録したメールアドレスに自動返信されます
　 のでご確認ください。

［ 申込方法 ］

申込用QR

緊急連絡、変更＆追加報告をスムーズにさせるために都技では試験的にLINE公式
アカウントを設けましたのでLINEを使用されている方は、是非とも登録をお願い致
します。

［ LINE公式アカウント登録のお願い ］

都技LINE公式
アカウントQR

１．コロナウイルス感染拡大防止目的によりZOOM（ズーム）システムを用いたオン
ラインによるセミナー開催となります（＊オンライン環境がない方は会場参加可）。

２．本研修会は東京都保健局よりの委託事業となっております。
　　つきましては受講対象者は以下の方に限ります。
　　　① 一般社団法人東京都歯科技工士会（都技）会員
　　　② 学生並びに都技メイト会員（技工学校卒後２年度内の方）
　　　③ 東京都内在住在勤歯科技工士

［ 重要なお知らせ ］
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［ オンラインセミナー ］

T o k y o  m a s t e r  c o u r s e  S c i e n c e  L e c t u r e

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
補
綴
を
再
考
す
る

　
〜
人
生
１
０
０
年
時
代
を
豊
か
に
す
る
可
撤
式
補
綴
戦
略
〜

　私が大学を卒業し勤務医として歯科医療に従事し始めた頃、老人保険

制度のもと高齢者に対する保険証に“マル老”と呼ぶものがあった。マ

ル老の保険証を持ってくるのは、70歳以上の患者さんで自己負担金も

0割であった。

　当時マル老の患者さんが来院すると、エックス線診査の必要性を判

断するため、まずは口腔内に歯が残っているかを見るのが習慣であっ

たことを思い出す。つまり当時の70歳以上の人は無歯顎のことも多

く、ほとんどの患者さんが可撤式の義歯を装着していた。そして当時

は、高齢者の多くはやがて歯が抜けていき、最後には総義歯に移行し

ていくという事が多かったように記憶している。

　ところが現在、高齢者の口腔内は大きく変化した。歯のない無歯顎者

は近年では大きく減少している。そして生涯総義歯とはならず、多くの

人がパーシャルデンチャーで生涯を終える時代となってきている。

　そして器質的、形態的な変化だけではなく、精神的な変化が高齢者

にも起きている。最低限の生きるための医療では満足せず、高い審美

性や快適性を求める生き生きとしたライフスタイルを求めるアクティ

ブシニアと言われるような患者さんが増えている。

　特に近年では義歯に対する高い要望を持つ高齢者が増えてきた。昨

年来のコロナ禍において、外出自粛とは裏腹に、「このような環境だ

から歯を綺麗にしておこう」、「食べること位しか楽しみがない」、

「海外旅行も行けないから歯をしっかり治療しよう」、こんな声をよ

く耳にするようになった。

　これからの高齢者歯科医療を、高齢だからと妥協的な治療ではな

く、新たな高齢者に対応した未来志向の補綴戦略を持って対応してい

きたい。特に可撤式の義歯に関しては、歯科技工士との協業が必須で

ある。診療室で感じる高齢者の歯科医療の最前線をお話しすること

で、これからの高齢者に対応する歯科技工の技術革新へのヒントとし

ていただきたい。

亀田 行雄
［かめだ ゆきお］

■講師略歴 医療法人D&H かめだ歯科医院
有床義歯学会会長

略歴
1988 東北大学歯学部卒業
1991-2002 東京医科歯科大学歯学部 高齢者歯科学講座在籍
1994- 川口市にてかめだ歯科医院開設
2014- 医療法人D＆H設立 分院の樹モール歯科開設

所属学会と主な役職
●有床義歯学会（JPDA）会長・学会指導医
●日本顎咬合学会 評議員
●日本臨床歯周療法集談会（JCPG） 副会長
●てんとう虫スタディーグループ会長，TMSIコース主宰
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